






















男性 12.8，女性 2.8 と男性に多い1）．年齢調整死亡


















neoplasm of low grade malignant potential），low 







































































pT2，pT3，pT4 それぞれの 5 年非再発転移率は
88.0％，71.4％，48.0％，4.7％で，5年癌特異的生存






























































　N1 最大径が 2 cm以下の 1個のリンパ節転移
　N2  最大径が 2 cmをこえるが，5 cm以下の 1個のリンパ節転移，
または最大径が 5 cm以下の多発性リンパ節転移



































　膀胱癌の 70％は筋層非浸潤癌（T1 以下 N0M0）
である．TUR を中心として治療が行われる．1 年
以内に 50％，5 年で 90％が再発するが．筋層浸潤

































































































解（CR）が 70 ～ 80％，5年非再発率 40％が示され
ている14）．しかし副作用も多く，膀胱刺激症状，発
熱，関節炎，敗血症，続発性結核のリスクがある．












Ⅲで 50 ～ 65％．5年非再発率では stage Ⅱで 70％，



















　 単発，初発，3 cm未満，Ta，low grade，併発 CIS なし，
をすべて満たす
中リスク（Intermediate risk）群






















































尿路上皮癌の ﬁrst line 治療となっている．GC療法
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